
 

防護対策施設の防護鋼板の評価について 

 

防護対策施設の防護鋼板に用いる評価式について確認を行う。 

建屋の屋根スラブは，鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（以下「RC 規準」という。）

に基づいて評価を行っている。RC 規準では，周辺固定と見なせる長方形スラブが等分布荷重

を受ける時は，梁モデルとしてモーメントを算出している。 

一方，機械工学便覧 材料力学においては，長方形板に対して梁モデルからモーメントを算

出せずに，長方形板の曲げの評価式がある。防護対策施設の防護鋼板については，鋼板である

ことや形状を踏まえて，長方形板の曲げの評価式を用い評価を行う。 

材料力学の長方形板の曲げ応力及び RC 規準の長方形スラブの評価式の抜粋を以下に示す。 

 

 

〇材料力学 長方形板の曲げ応力（等分布荷重，四辺固定） 
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〇RC 規準 長方形スラブ 

 

  



（参考）長方形板モデルと梁モデルの比較 

防護鋼板は四辺固定として設計するが，ここでは，機械工学便覧 材料力学で示される両

端固定モデルと長方形（二辺固定）モデルの発生応力の比較を行い，発生応力が同程度であ

り，許容応力（241MPa）より小さいことを確認した。 

 

(1)長方形板（二辺固定）モデルでの評価 

  2 辺固定として以下の式により評価  
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ここで，ａ＝850 mm， 

ｂ＝1275 mm 

ｈ＝6 mm 

ｐ＝8.027×10-3 N/mm2 （降下火砕物等荷重 7565 N/m2＋板自重 462 N/m2） 

ｂ/ａ＝1.5 からβ3＝0.5 とする。 

①式に数値を代入して 

σmax＝80.55 MPa 

 

 

(2)両端固定梁モデルでの評価 

  両端固定梁として，以下の式により評価 
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ここで，ａ＝850 mm 

ｂ＝1275 mm 

ｈ＝6 mm 

ｐ＝8.027×10-3 N/mm2 （降下火砕物等荷重 7565 N/m2＋板自重 462 N/m2） 

      ①，②，③式に数値を代入して 

      σmax＝80.54 MPa 
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